
第三期下野市デジタル田園都市国家構想総合戦略 

体系について 
 

１ 第三期総合戦略の前提条件等 
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 

 

 

 
 

 

 

一人ひとりが幸せを感じることで、周囲

の人々にも幸せの輪が広がり、幸せの温

かさが伝わるまちづくりを目指す。 

 
 

 

地域の価値を高め、人や企業の移住・定 

住・誘致を促進し、地域の持続的な発展 

につなげるまちづくりを目指す。 
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 

◇国の「デジタル田園都市国家構想総合戦略」

におけるデ地方の社会課題解決・魅力向上

に向けた４つの取組 

① 地方に仕事をつくる 

② 人の流れをつくる 

③ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

④ 魅力的な地域をつくる 

 

 

 

 

 

 

 

□とちぎ創生１５（いちご）戦略（第２期）におけ

る４つの基本目標 

１とちぎに魅力あるしごとをつくる 

２とちぎへの新しいひとの流れをつくる 

３とちぎで結婚、妊娠・出産、子育ての希望をか

なえる、誰もが活躍できる地域社会をつくる 

４とちぎに安心で住み続けたい地域をつくる 

 

 

 

 

 

 

 

 

第二期総合戦略の基本目標          

①魅力的で安定した雇用を創出する   

   

②東京圏からの新しいひとの流れをつ

くる 
 

 

   

③若い世代の結婚・出産・子育ての希望

をかなえる 
 

 

   

④安心なくらしを守り幸せを実感でき

るまちをつくる 
 

 

  □下野市 DX 推進方針（基本方針） 

１利便性の高い市民サービスの実現 

２デジタル技術を活用した行政事務の効率化 

３安全な行政運営のためのセキュリティ対策の徹底 

４誰もがデジタル社会の恩恵を享受できる環境の整備 

▼地方創世 2.0(基本構想)の政策パッケージの 5 本柱 



3 

２ 第三期総合戦略体系（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


